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　周囲の他者と上手に付き合うため
には，相手がどんな人で，何を考えて
いるのかを正しく理解する必要があり
ます。しかし，人のこころを目で見るこ
とはできないため，私たちは手に入る
情報から，「たぶん，こうだろう」と推
測しなければなりません。そして，こ
のような推測はいつも正しいとは限ら
ず，気づかないうちに偏りが生じるこ
とがあります。これを「認知バイアス」
と呼びます。認知バイアスは，対人関
係のすれ違いや誤解の原因にもなりま
す。

お互いの推測におけるバイアス

　『心理学ワールド』では「バイアス
の心理学」と題して，テーマ別にさま
ざまな認知バイアスを紹介してきまし
た（106号は知覚・認知編 1，110号は
意思決定・信念編2）。今回は，「自己・
他者編」として，お互いのこころを推
測するときに生じるバイアスをいくつ
か取り上げ，その特徴について考えて
いきます。
　透明性の錯覚 私たちは，他者とう
まく付き合うために，「相手の目に映る
自分の姿」をいつも気にかけて，その
推測内容に一喜一憂しています。た
とえば，発表のときにとても緊張して
いると，「きっと聞いている相手にも私
の緊張が伝わっているに違いない」と
感じて，不安になることがあります。し
かし，本人が心配しているほど，発表
中の緊張は，相手には伝わっていな
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いことが実験で確かめられています3。
このように，本来は外側からは知るこ
とができないはずの自分の内面が，実
際以上に他者から見透かされている
と推測するバイアスは「透明性の錯
覚」と呼ばれます。なお，相手に伝わ
っていると錯覚する自分の内面は，相
手に隠しておきたいものだけに限りま
せん。自分の性格，好み，意図など，
もともと隠そうと思っていないものや，
積極的に相手に伝えたいと思っている
ものも含まれます。このタイプの透明
性の錯覚は，「相手はわかっているは
ずなのに，無視された」という誤解に
つながります。
　透明性の錯覚は，自分しか知るこ
とができない情報をもとに他人の考
えを推測することで起こります。先
ほどの発表の例で言えば，発表中に
感じる体の感覚などは，自分にしか
わからない主観的な経験です。その
ため，「相手があなたのことをどう
見ているのか」を正確に知りたい場
合は，自分だけが知る情報に基づく
推測結果を，結論を出す前に調整す
る必要があります。しかし，この調
整が不十分だと，自分の視点寄りの
結論になってしまうのです。
このように，自分自身の知識や経験
などが推測の手がかりとして優先的
に用いられることによって生じる，自己
の視点に偏った推測は，まとめて「自
己中心性バイアス」と呼ばれます。自
己中心性バイアスの他の例としては，

「スポットライト効果」が挙げられます。
これは，自分の外見や行動など，外か
ら観察できる部分に他者が注目して
いると実際以上に考えるバイアスです。
前髪のカットに失敗したときや，場違
いな行動をしたときなどは，周りの人
の注目を一身に集めているように思え
るかもしれませんが，本人が気にして
いるほど，周りの人はそのことに気づ
いていないようです。
ナイーブ・リアリズム 自己中心性

バイアス以外にも，他者の内面につい
て推測するときに陥りやすいバイアス
は数多く存在します。しかし，私たちは，
自分の推測がこのような認知バイアス
に影響されていることに，なかなか気
づくことができません。
ある実験4では，大学生に，「ルーム

メイトが本人の性格をどう思っている
か」を推測させて，その推測の正確さ
を調べました。その結果，正答率は約
3割でしたが，学生たちは自分の推測
が実際の2倍以上当たっていると予想
していました。このように，自分は他
者が考えていることを正しく推測でき
ていると実際以上に思うことの背後に
は，「自分は現実の出来事を偏りなく
あるがままに認識しており，自分の考
えは，得られた情報を客観的で偏見の
ない目から検討した結果である」と素
朴に信じる「ナイーブ・リアリズム」が
関わっていると考えられます。
なお，ナイーブ・リアリズムには，自

分が現実をどのように見ているかだけ
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でなく，他者が現実をどのように捉え
ているかに関する信念も含まれていま
す。私たちは基本的に「自分は現実
をありのままに捉えている」と信じて
いるため，他者に対しては，同じく偏り
なく現実を捉えているなら，自分と同
じ意見になるはずだと考えます。その
ため，異なる意見に出会うと，相手が
偏っていることを前提にして，「違う情
報を見たのだろう」，「合理的に考える
能力や，考えようとする気がないのだ
ろう」，「主義主張や利益のために，偏
った考え方をしているのだろう」など
と解釈します。
ある実験5では，他者が自分とは異

なる判断をした場合，その判断にはバ
イアスがかかっていると考えやすく，そ
の他者に対してさらに対立を深めるよ
うな反応をとりやすいことが明らかに
なっています。友だちや家族と意見
が合わないとき，相手の意見が偏って
いるように感じられるのは，ナイーブ・
リアリズムの影響かもしれません。
　非対称な洞察の錯覚 私たちは，
自分と他者では，お互いのこころを推
測する能力に違いがあると素朴に考え
ていることがわかっています。そこで，
自分と他者に対する認識の違いをより
詳しく検討する実験6が行われました。
その結果，私たちは一般的に，「私が
他者のことを理解しているほど，他者
は私のことを理解していない」と考え
ており，さらに，「私の他者に対する理
解は，他者自身による自己理解よりも
優れている」と考えていることがわか
りました。このような，自分と他者が
持っている洞察力に対する偏った認識
は，「非対称な洞察の錯覚」と呼ばれ
ます。
なお，この実験において，私の他者

に対する理解の方が，他者自身による
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自己理解より優れているという認識は，
「整理整頓が苦手」や「お世辞を好
む」といった，あまり望ましくないとさ
れる性格の理解で，よりはっきりと見ら
れました。このことから，「他者は，自
分が望ましくない性格を持っていると
は思いたくないため，正しい自己洞察
ができないに違いない」と私たちが考
えている様子がうかがえます。
　日常場面においても，このバイアス
の影響で，他者からあなたの評価は不
当だと言われたとき，自分の方が正し
いように思えるかもしれません。その
結果，相手の意見をよく聞くより，あな
たの意見を相手に受け入れさせる方
がよいと思う可能性があります。また，
あなたに対する他者の理解力を低く
見積もっていると，他者からの助言に
は，あまり敬意を払わなくなる一方で，
他者に対する自分の助言には価値が
あると安易に考えやすくなるかもしれ
ません。

バイアスとうまく付き合うために

ここまで，私たちが他者のこころを
どのような方法で推測しているかとい
う点や，自分や他者の推測能力をどの
ように評価しているかという点に着目
しながら，お互いのこころを推測すると
きに生じるバイアスの特徴について考
えてきました。
　私たちは日常生活で大量の情報を
処理しています。しかし，その処理
能力には限界があります。そのため，
「バイアスの心理学─知覚・認知
編」1でも紹介したように，頭の中に
ある2つの異なるタイプの思考シス
テムのうち，分析的に考えるけれど
負荷が大きいシステム2よりも，す
ばやく直感的に判断できるシステム
1に基づく処理の方が多くなります。

その結果，認知バイアスも生じやす
くなるのです。このような背景を考
えると，自分の生活から認知バイア
スを完全になくそうとすることは，
現実的ではありません。
また，ここで紹介したバイアスは

必ずしも対人関係やウェルビーイン
グ（幸福感）を損なうわけではありま
せん。たとえ錯覚であっても，自分が
他者から理解されていると思うことで，
相手との親密度は高まります。また，
自分の洞察力を高く評価することによ
って，自分への自信や，ウェルビーイン
グが全般的に向上することも期待でき
ます。
しかし，他者の考えていることを想
像して不安になったときや，他者との
間で意見の食い違いが生じたときに
は，自分の考えも相手の考えも，それ
ぞれの視点や信念に強く影響されて
いることを改めて思い出すことが有効
でしょう。これらのバイアスの影響は，
他者の視点から見えていることに意識
を向けたり，他者の経験を聞いたりす
ることによって，ある程度弱めることが
できます。また，ナイーブ・リアリズム
のような信念について学ぶことで，異
なる意見をより受け入れやすくなるこ
とも明らかになっています。
バイアスについてここで学んだこと

を，人とのすれ違いを減らし，よりよい
関係を作る上でのヒントのひとつとし
て役立ててください。




